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 この島に生まれ育った誇りと自信を持って，学び続ける生徒の育成
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・「総合的な学習の時間」の充実

・積極的な情報公開

・時間外労働の縮減

１　ふるさと学習の充実

２　働き方改革の推進
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・目標値がなぜ８０％なのか、分からない。
・このような時期だからこそ、生徒が主体となっ
て教育活動を創り出すことにチャレンジしたらよ
いのではないか。
・生徒と話す機会があり、頑張っていると感じて
いる。
・コロナウィルス対応で大変だが、少しでも楽し
い思い出となるような行事ができることを願って
いる。
・ボランティア参加率１００％の指標なら、目標
値も１００％してみてはどうだろうか。
・コロナ禍のなかでボランティア活動の機会が得
られなくて残念だが、目の前のできることをやっ
て達成感を積み重ねてほしい。
・日常的なボランティアを模索してほしい。
・部活動について、何らかの方法でグラウンド整
備ができたらよいと思う。
・合わせて自己有用感の向上も先生方が意識して
いけば、より具体的かつ効果的な取組みができる
と思う。

１　基本的生活習慣の確立

２　あいさつ・返事等

３　基本的学習習慣の確立
     (家庭学習と読書の習慣化)

・早寝・早起き・朝ご飯

・“時を守り場を清め礼を尽くす”
　の行動化

・全学年でセミナー学習を実施
   新聞の活用（読書活動推進校）

・生徒アンケート項目「総
合的な学習の時間では，ふ
るさとのことを学ぶ有意義
な時間である」の評価80％
以上

・生徒・保護者のアンケー
ト項目「学校はホームペー
ジ等で積極的に情報公開し
ている」の評価80％以上

・職員の時間外労働８０時
間／月以下

・生徒・保護者アンケート
項目で習慣化できている生
徒の割合80％以上

・生徒アンケート項目「時
間厳守と掃除及び挨拶」の
評価80％以上

・セミナー学習の達成率80％以
上
・読書量：月２冊以上の生徒
80％以上
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・肯定的回答は81.6％であった。１年
生の瀬戸田レモンプロジェクト（SLP）
ではレモンを使った給食メニューづく
り、２年生は海外の学校との交流、３年
生は地域のカルタづくりを通じて地域の
強みや魅力を発見し、発信している。
・肯定的回答は90.2％であった。１学
期のホームページの更新は33回で、継
続的に情報の発信に努めている。また、
各種たよりや一斉メールで、必要な情報
を早めに伝えるようにしている。

・目標を達成した教職員は15名／17名
であった。年休取得を励行する期間を設
けたり、時間割を工夫したりすることで
働き方改革を推進している。業務の適切
な分担で全員の目標達成を目指す。

知

・主体的，対話的であっても、深い学びでないの
が、中学校全体の課題となっている。
・『わかりやすい』の目標設定値が８０％では低
い。
・コロナ禍で、学校訪問も十分にできなかったの
で、評価することが難しい。
・集まって意見交換することができないが、各々
で学校を訪れて見学などする時間を持っていきた
い。
・中学校に行く機会がなくさみしく思うが、子ど
もの話しを聞くと、充実した学校生活を送れてい
るように感じる。
・評価指標を生徒からの申告だけでなく、テスト
結果などを入れてみてはどうだろうか。
・前年度８０％を達成しているのであれば、目標
値を９０％以上にするべき。
・１人１台タブレットが整備されて学習環境が新
しくなり、先生方の手立てと工夫ある授業に感謝
している。
・この表から先生方の頑張りが感じられる。生徒
との関わりを大切にし､授業やその後のフォロー

・「授業がわかりやすい」と回答した生徒
の割合は目標値を超えていたが、学力調査
の結果等をふまえると、十分に学力がつい
ていない生徒も多い。「授業がわかる」と
いう実感だけでなく、実際にテストなどが
「できる」力をつけさせるためにも、基礎
学力の定着が必要である、ICTの利用だけで
なく小テストなどを継続的に行い、達成感
を持たせるとともに、基礎学力の確実な定
着を目指す。

・タブレット端末の整備によって、指導法
の可能性も広がっている。生徒アンケート
においても，タブレット等を用いた学習方
法は意欲を向上させるという回答を得てい
る。引き続き校内研究授業でICTを用いた指
導法について理解を深め、生徒の主体的な
学びにつなげられるようにする。

・ふるさとについて調べ、知るだけでな
く、その発信に向けて集団で協力してアイ
デアを出したり、試行錯誤したりする中で
問題解決力が育成されるような活動を設定
していく。また、目に見える成果物を制作
することで、達成感とさらなる意欲につな
がるように工夫をしていく。
・学校での取組や情報を、ホームページや
各種たより、メール配信等を利用して、継
続的に発信していく。
・中学校という校種から、時間外労働８０
時間以内に収めることは難しいところもあ
るが、業務の見直し、主任等による退校の
声かけ等を継続し、職員の健康維持に努め
る。

・学校内での過ごし方や授業中のようすで良
かったことや気になることがあった場合は、
学年の教員や生徒指導主事、保護者と積極的
に情報共有を行う。
・生徒会を中心とした、挨拶運動や2分前着
席・掃除点検表の集計をし、全体に結果を伝
えることで、生徒一人一人に課題意識を持っ
て行動させる場をつくる。
・セミナー学習は、基礎学力の定着を目指
し、引き続き家庭学習の充実を目指す。読書
への取組は、イベントが単発にならぬよう、
演劇鑑賞や国語の授業とつなげるなどして、
読書を身近に感じる取組を継続的・意図的に
行っていく。

・働き方改革については、量よりも質に注目したい。
・不登校対応のための特別教室や専属の先生が居られた
らよいと思う。
・職員の時間外労働を、６０～７０時間にしてはどうだ
ろうか。
・生徒の良い点を引き出し伸ばすためのアイデアが生ま
れるような評価方法を期待したい。
・自己や生徒の健康管理に集中できる様、雑務削減の徹
底をお願いしたい。
・先生方が生徒と一緒になって、花壇づくり、環境整備
に精を出されていることを聞いている。変わっていく学
校風土の向上を実感している。
・ユニークな取組はとてもよいと思う。故郷の良さと課
題を地域と共有し、将来の島について自分のこととして
考えられる生徒の育成を一緒にやっていきたい。
・情報公開について、例えば地域や行政への発信もある
といいと思う。
・先生方のモチベーションも保ちつつ働きがいのある職
場が一番だと思う。
・目標値に近い成果が見られる。継続していただきた
い。

・家庭学習，読書の習慣、新聞活用は、学力の定着と相関
があるので、重視したい。
・バスの中で小学生に優しく声をかけた中学生の話しを耳
にした。そんな姿を見て小学生も学んでいくのだろうと感
じた。感謝の気持ちでいっぱい。
・家庭や地域で感染予防に協力できることがあれば、積極
的に発信してほしい。
・前回の達成値を参考に、もっと目標値を高く設定すべ
き。
・ミッション達成への課題に特化したシンプルな内容にし
てみてはどうか。
・読書活動推進指定校として校内ブックトーク、朝読書で
は日本講演新聞ジュニア版を読む活動等取り組まれてお
り、生徒が楽しんでいる様子が伝わってくる。色々なこと
に挑戦されていると感じる。
・小中学校で統一した目標を掲げ取組むことは、とてもい
いと思う。
・家庭や地域からの評価も取り入れるといいと思う。
・コロナ禍の影響も考えて、生徒によりきめ細かなより素
意をお願いしたい。
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・肯定的回答は82.2％であった。遅刻を
する生徒の固定化や，不登校生徒の生活
習慣の乱れを改善するため、家庭との連
絡を積極的に行う。
・肯定的回答は、「時間」が89.5％、
「掃除」が91.5％、「挨拶」が89.5％で
あった。授業の2分前着席の声かけをした
ことが成果につながった。自分から挨拶
する生徒が少ないので、生徒会を中心に
改善をしていく必要がある。
・セミナーについては達成できた。本を
月に2冊以上読む生徒が68.4％にとど
まった。好きな本を紹介する「校内ブッ
クトーク」など読書活動に関する行事に
は積極的に取り組む生徒が多く見られ
た。今後も継続的に取り組んでいく。
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中期経営目標

１　教師の授業力の向上主体的に学ぶ生徒

評価指標

・各種学力調査等の分析と授業改
善
・「課題発見・解決学習」の授業
実践

・生徒アンケート項目
「先生の授業は分かりや
すい」の評価80％以上

・生徒質問紙「主体的な
学び」に関する項目の肯
定的回答80％以上

・全教科１回授業研究実施

80%

90.8

71.6

－

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年度　学校評価表

ミッション 地域の強みを生かした小中高連携による瀬戸田教育の発展 ビジョン

今年度はコミュニティースクール元年である。小中学校の連携の充実を図り、学校運営協議
会の機能化をめざす。島の未来を担うのは中学生を合言葉に，SDGｓを共通言語に地域等と
連携し，持続可能なまちづくりに貢献する。福山市立大学等の指導を仰ぎ，取組の充実を図
ることで２年後にユネスコスクールへ加盟し，志を同じくする世界の学校と連帯する。

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価
は適正でない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

達

成
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・肯定的回答は90.8％であった（前年
度7月比＋8.7ポイント）。ICT（タブ
レットPC）を用いるなど個に応じた指
導に取り組んでおり、成果が表れてきて
いる。

・肯定的回答は71.6％であった。校内
研修で「主体的に学習に取り組む態度」
を育成する手立てを交流するなどして授
業改善を行っている。目標値に達しては
いないが、上述のICT活用などの授業の
工夫によって、前年度は意欲が低かった
生徒も学習意欲にも向上が見られるな
ど、取組が実を結びつつある。

・年度末に評価する。
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家庭での約束事項
（９年間を通じて
の小中共通目標）
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結果と課題の説明
評

価

目

標

値 達成値 達成値
改善案コメント短期経営目標

二次評価

目標達成のための方策
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徳
・
体

心身共にたくまし
い生徒

１　ボランティア活動の充実

２　自己肯定感の向上

3　体力向上等に励む生徒

・生徒会の活性化とリーダーシップの養成

・スクールソーシャルトレーニングの継

続

・行事の事前・事後の活動の充実

・部活動の参加率

・ボランティア活動への
参加率１００％

・生徒の自己肯定感に関
するアンケートの評価
80％以上

・生徒アンケート項目
「部活動にほぼ毎日参加
している」の評価80％
以上

  80％

・生徒会が中心となって、今の状況でもで
きる地域貢献活動やボランティアを立案し
実行する。
・運動会（10/29）文化祭（11/5）演劇
鑑賞会（11/15）において、生徒の意見を
生かした取り組みを行う。
・ソーシャルスキルトレーニングを実施す
る。
・スクールカウンセラー面談の継続的な実
施をする。
・廊下掲示である「setostagram(セトスタ
グラム)」の活動を活発に行い、生徒の活躍
を全体に発信することで生徒の自己有用感
の育成を図る。
・駅伝大会に向けた練習の活性化、一生懸
命やったことが認められる場を全校朝会な
どでつくる。

なし
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83.5

なし
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なし

B
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・新型コロナウイルス対応でボランティ
ア活動が中止になるなど、機会が得られ
ず今回は評価していない。

・「自分にはよいところがある」「自分
のよさは周りから認められている」につ
いて肯定的回答は75.3％であった。
ソーシャルスキルトレーニング（以下
SST）は8月実施予定である。また、行
事はええじゃんしか行うことができな
かった。状況に合わせた行事の実施や、
継続的なSST、SC面談を行う必要があ
る。
・肯定的回答は83.5％であった。目標
を持って活動している生徒が多く、顧問
も積極的に部活指導に加わる雰囲気が、
成果につながっていると考えられる。
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